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第一章　明治維新と岸和田地方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一節　新政府の誕生と岸和田藩

　一　大政奉還と岸和田藩

　　徳川慶喜大政を奉還／岡部長寛の朝召辞退／王政復古の大号令と岡部長寛／慶喜追討令と岸和田藩／農商布告と岸和田藩／岸和田藩の忠勤／藩主岡部長寛の入京問題／岡部長職の家督相続

　二　版籍奉還と岸和田藩

　　版籍奉還／上局会議と二年四月の上表／長職の二年五月の上表／公議所と岸和田藩／元年十月の藩治職制と岸和田藩／版籍奉還の聴許と諸務変革／明治三年九月の「藩制」／三年十月の岸和田藩布告と藩制改革／公議人・公用人の称呼の廃止／三年閏十月の申諭大意／藩制改革を弁官へ届け出る

第二節　廃藩置県と岸和田地方

　一　廃藩置県と岸和田県

　　廃藩置県／岸和田県の設置／岸和田県の「禄券進達ニ付仕法書」／岸和田県士族に農商奨励／戸籍法と区画および正副戸長／岸和田藩(県)の区画制／岸和田県の里正の廃置／岸和田県の年寄の廃置

　二　堺県下の岸和田

　　岸和田県の廃止／明治初年の町と村／堺県の区画制定と市域町村／区長・副区長と戸長・副戸長／大小区制の実施／大小区制下の戸長・副戸長／番組の廃止と区長・戸長・総代

第三節　近代的諸制度の整備と岸和田

　一　文明開化と社会生活の一新

　　太陽暦の採用／祝祭日の制定／キリスト教解禁と岸和田／辻オルガン

　二　警察制度の変遷

　　捕亡出張所／岸和田警察署の設立／西南戦争と堺県警察／警察機構の変化／違式詿違条例／コレラ対策／国事警察色の強化

第二章　明治前期の岸和田地方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一節　三新法の時代

　一　三新法体制下の町村

　　三新法時代の幕あけ／郡区町村編制法と堺県／郡長とその職務／聯合町村制／毎町村戸長制／戸長役場管理区域の設定

　二　府県会と町村会

　　府県会規則と堺県／県会議員選挙と当選人／堺県会の開設／旧堺県会議員の解任／府会議員選挙と当選人／区町村会法の制定／町村会開設総則と議員選挙

第二節　農水産業の発展と地主制

　一　明治前期の農業と地主制

　１　明治前期の農業

　　統計にみる市域の農家／米作中心の農業／菜種と麦の栽培／溜池・河川と農業用水／明治十六年の干害と農家／土生新田私立植物試験場

　２　地主制の展開

　　商品経済の浸透／農民層の分解

　二　明治前期の水産業

　　明治初年の市域の漁業／漁業者に対し免許鑑札の交付／明治十年代の市域の漁業／打瀬網漁とその禁止／苦境脱却への模索／明治前期の魚市場

第三節　商工業の発展

　一　明治前期の諸工業

　１　綿織物業

　　糸繰りと木綿織／木綿生産の発展／半唐・丸唐木綿と尺幅改正／士族授産場と綿ネル生産

　２　窯　業

　　煉瓦の製造／ガラスの製造

　二　明治前期の商業と金融

　１　明治前期の諸商業

　　卸売・仲買・小売商など／明治前期の木綿仲買／同業組合の設立と解散／共同会社の設立

　２　明治前期の金融業

質屋仲間と質屋取締り／質屋の貸金と金利／第五十一国立銀行の設立／明治十年代の第五十一国立銀行

第四節　自由民権運動

　一　民権運動の展開の中で

　　時習社の設立／時習社の活動／国会期成同盟と岸和田／自由民権運動の高揚と岸和田／川崎清平らの請願運動／土木費問題と熊沢友雄／十五年の政談演説会

　二　三大事件建白と大同団結

　　三大事件の建白と川崎道明／大同団結運動と岸和田の人々／月曜会と岸和田の人々

　三　明治二十年代初頭の地価修正運動

　　十三年の太政官布告第二十五号／明治二十年の特別地価修正／明治二十年の減租請願運動／二十一年一月の地価引き下げ請願／二十一年十二月の地価修正嘆願／二十二年の地価修正運動と陳情書／二十二年八月の地価特別修正

第三章　明治後期・大正期の岸和田地方　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一節　明治地方自治制度の成立

　一　町村制の実施

　　市制・町村制／二町一一村の成立／名誉職町村長／泉南郡の誕生／佐々木政乂

　二　岸和田四か町村合併

　　思成会と岸和田商工会／岸和田築港浚渫汚職／合併運動の活発化／合併上申書／反対の陳情と府会の動き／内務省への進達／沼野村の村議総辞職

第二節　新岸和田町と市制実施運動

　一　新岸和田町と周辺村落

　　新岸和田町の誕生と四十四年町村制／大正元年土生郷村役場事務報告書／大正九年の土生郷村事務報告書／大正九年の国勢調査

　二　岸和田市制実施運動

　　市制実施運動の最初／岸和田町会の動き／町会の市制調査委員会／市制実行委員会の活動／四団体への接触／市制施行上申書の提出／五か年間財政計画書の提出／運動の停滞／内務省の視察／商工会との融和／町民大会の開催／岸和田市制促進会／五か年間計画の追申と市制認可

第三節　近代産業と金融機関の発展

　一　会社企業としての窯業

　第一煉瓦製造会社の創業／岸和田煉瓦会社と改称／大阪窯業岸和田工場

　二　紡績・紡織業と銀行

　　近代紡績業の始まり／岸和田紡績の創業／岸紡と和泉貯金銀行／泉州紡績の買収／私立銀行と貯蓄銀行

第四節　南海鉄道の誕生と社会生活の変貌

　一　南海鉄道の誕生

　　紀泉・紀阪両鉄道の競願／南海の誕生と阪堺の合併／南海の電化と複線化／南海の国有化問題／南海国有案と阪和電鉄

　二　社会生活の変貌

　　岸和田駅の開業／暮らしの変化／電灯電力供給／ガス供給

第五節　産業経済の展開と寺田財閥の形成

　一　第一次世界大戦と諸産業の展開

　　新岸和田町の就業構造／産業構造の地域的特徴／農家副業／岸紡の拡充と春木工場／高率配当の岸紡／第一次大戦後の岸紡／岸煉から岸和田煉瓦綿業へ／岸和田煉瓦綿業の展開／松浪グラス製造所小史／鉛筆製造

　二　寺田財閥の形成

　　寺田家の企業活動と甚与茂／元吉系と佐野紡績／利吉系の企業活動／寺田合名会社の成立／岸和田の米騒動

第六節　近代学校の発足とだんじり祭と神社

　　寺子屋／藩校／「学制」頒布／郷学校から小学の発足へ／第六尋常中学校の設立／泉南高等女学校の設立／堺県師範学校／明治期のだんじり祭／明治政府の宗教政策／神社の合祀

第四章　大正末・昭和初期の岸和田地方　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一節　市制実施と初期市政

　　岸和田市の誕生／市役所と郡役所／最初の市会議員選挙／舟木二三二市長選出／市制祝賀／市歌と市章／市会の普通選挙／在住朝鮮人が投票／ハングル投票は昭和五年から／無産階級の代表／御真影の下賜／学校と御真影／御大典奉祝行事／熱狂と乱舞／千亀利公園／市民の休養公園／都市計画法／岸和田都市計画区域／舟木市長の再選と辞任／井阪豊光市長／川崎正一市長

第二節　産業と経済の推移

　　泉南の商工都市／不況期の工業／交通・通信の整備／昭和初期の商業／激動期の銀行／農村の変化／南掃守村の農家経済／経済更生計画／園芸作物／岸和田の漁業／軍需インフレ／室戸台風／幻の牛滝電気鉄道

第三節　社会運動の激化

　　労資対立の顕在化／朝鮮人労働者のこと／労働組合設立の動き／大争議の導火線／大争議のはじまり／岸紡へ波及／調停工作の失敗／惨敗による解決／温情的解雇手当／大正末期の労働争議／昭和初期の労働争議／深夜業廃止と争議／岸紡春木分工場の争議／岸紡堺分工場の争議／無声映画からトーキーへ／映画館の争議／岸紡の差別事件／転換期の争議／全関西婦人聯合会／岸和田婦人会／産児調節運動

第四節　教育と文化

　　初等教育の充実／中等教育／青年学校／図書館／街並と近代洋風建築／自由教育から非常時の教育へ／教練と教護聯盟

第五節　山手のだんじり祭の変遷

　　山手の十月の祭／例祭日の変更／十月の祭とだんじり／三田村のだんじり／神事芸能／葛城踊り／神輿渡御／久米田詣り／祭の姿の変化

第五章　戦時下の岸和田地方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一節　市域の拡大と戦時体制

　　市長当選者が辞退／新たな候補者をめぐって／日中戦争の勃発／竹崎米吉市長／協力一致体制／祝勝ムードのかげに／土生郷村を編入／竹崎市政の積極性／自治制発布五十周年／町内会・隣組／地方行政の末端組織／上水道の目論見書／苦難の上水道／竹崎市長の意欲／竹崎市長の辞任／寺田利吉名誉職市長／有真香・東葛城両村を編入／上水道計画の転換／竹崎前市長の見解／貝塚の分水で給水／新しい岸和田市の誕生／翼賛選挙／寺田甚吉名誉職市長／戦局悪化のもとで／福本太郎市長／敗戦

第二節　統制下の産業経済

　　岸紡の盛況／日中全面戦争と岸紡／日紡への併合／軍需産業への転換／価格統制と配給／銀行の統合／道路の整備と疎開道路／鉄道の統制／岸和田港第一期工事／食糧増産と農業会／戦時下の岸和田漁業／岸和田の山林／薪と松根油

第三節　市民生活の変貌

　　軍人家族援護／紀元二千六百年式典／農民運動の転換／産業報国会／戦時体制下の朝鮮人／公益質屋／公衆食堂と託児所／乳児死亡調査／戦時下の婦人会／久米田池の決壊／昭和前期のだんじり祭／災害・戦争とだんじり祭／普通海員養成所／耐乏生活／ふえる戦歿者と墓地／防空演習と警防団／兵役についた岸和田市民／岸和田市国民義勇隊／予定外の投弾／とばっちりと機銃掃射／堺大空襲の巻き添え／Ｐ５１の機銃掃射

第四節　戦時下の教育

　　国民学校の発足／中等教育の変化／市立商業学校と市立高等女学校／義務制の青年学校／岡部文相の来岸／学校報国団／女子挺身隊／通年の勤労動員／国民学校高等科児童も動員／戦争末期の初等教育／戦争末期の中等教育／学童疎開

付図１　岸和田市域の行政区画の変遷

　　付図２　学校の変遷

